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旭
原
に
「体
験
工
房
　
大
源
太
」
が
、
７
月

１
日
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
（写
真
）

こ
の
施
設
は
、
中
山
間
地
域
整
備
事
業
の

１
つ
と
し
て
県
に
よ
ひ
建
設
さ
れ
て
い
て
、

い
つ
も
食
べ
ら
れ
る
物
を
つ
く
る
こ
と
が

体
験
で
き
る
施
設
で
す
。

そ
ば
打
ち
、
豆
腐
作
り
、
み
そ
作
り
、
コ
ィ

ニ
ャ
ク
作
り
、
米
粉
パ
ン
作
り
、
あ
ん
ぼ
作

り
、
せ
ん
べ
い
作
り
、
ジ
ャ
ム
作
り
が
体
験

で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
た
際
に
は
、
ご
家
族
連
れ
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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任
期
満
了
に
伴
う
湯
沢
町
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
が
３
月
２‐
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
、

農
地
の
利
用
関
係
の
調
整
を
行
う

町
の
執
行
機
関
で
、
合
計
１５
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１２

人
は
農
業
を
営
む
人
の
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

立
候
補
者
が
定
員
を
超
え
な

か
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
次
の
１２

人
の
方
々
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
１６
年
３
月
３‐
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

な
お
、
議
会
が
推
薦
す
る
学
識

経
験
者
１
人
と
農
業
共
済
組
合
が

推
薦
す
る
一組
合
理
事
二
人
に
は
、

次
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
ノ

鱒
議
会
推
薦
　
　
　
〕

高
野
　
長
栄

（中
子
）

機
魚
沼
農
業
共
済
組
合
推
薦

笛
田
　
禎
宏

（芝
原
）

※
農
業
協
同
組
合
推
薦
者
は
後
日

選
任
の
予
定
で
す
。

警

日
本
部
政
公
社
は
、
と二
体
障

害
者
及
び
知
的
障
害
者

の
福
祉

に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
柔
識

南
雲
角
谷
冨
沢
中
村
樋
口
笛
田
富
澤
南
雲
腰
越
角
谷
樋
口
南
雲

賢
　
　
（土
樽
）

忠

一

（平
沢
）

悦
夫
　
（中
里
）

正
　
　
（幅
下
）

正
毅
　
（下
熊
野
）

信
夫
　
（七
谷
切
）

英

一

（
二
居
）

嘉
孝
　
（宮
林
）

登
志
男
（滝
ノ
又
）

文
治
郎
（古
野

こ

正
俊
　
（八
木
沢
）

義
雄
　
（旭
原
）

ギ

fあ
Ⅲ

④
配
布
枚
数

お
―
人
に
つ
き
２０
枚

⑥
申
出
の
方
法

を
見

に
深

め
る
こ
と
を
目
的
ど

　

　

く
ば
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書

し
て
、
童
度

の
身
体
障
害
者
あ
　
　
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

一方
及
び
童
度

の
知
的
障
害
者

の
．
Ｆ
ｒ
ｔ
所
又
は
居
所

の
お
近
く
の
郵

方
で
希
望
さ
れ
る
方
に
、
青

い
　
　
健
月
に
身
体
障
害
者
手
帳
ス
は

´
烏
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ

　

療
市
手
帳
を
提
示
し
、
所
定

の

ル
封
筒
１こと
↑
ば
み
入
り
通
常
郵

上
Ａ
用
紙
に
強
要
事
項
を
記
入
■
て
ｔ

便
葉
書
を
お
入
れ
ｔ
て
無
料
て

　

い
た
だ
き
ま
す

（代
理
の
方
で

差
し
上
げ
ま
す
。

す
か
咤
　
　
　
　
も
結
構
で
す
）
。

用
紙
は
郵
便
局
、
一穏
社
事
務

０
お
申
込
み
方
法
等
　
　
　
　
　
　
所
及
び
児
童
相
談
所
の
窓

口
に

①
配
布
の
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
　

　

．

・
童
度
の
身
体
障
害
若
　
　
　
　
ｋ・
４
お
、
郵
便
に
よ

っ
て
も
お

（―
級
又
は
２
級
の
方
）
　

　

　

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す

今
ヽ

・
童
度
の
知
的
障
害
者
　
　
　
　
　
の
場
合
は
別
記
用
紙
又
は

「青

（療
守
キ
帳
に

「Ａ
」

（又
は
―
　
　
い
島
郵
便
葉
書
配
布
申
込
書
」

度
、
２
度
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る

　

と
明
記
し
た
蓮
宜
な
用
紙

に
、

オ
）

「一　
　
‘
　

　

　

　

　

　

　

手
帳
の
種
類
、
キ
帳
番
号
、
級
別

②
覧
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
は
程
度
、
住
所
又
は
居
所
及

平
成
１６
年
４
月
―
日

（本
）
　

　

び
氏
名
を
記
入
し
郵
送
し
て
い

～
５
月
３十
日

（月
）
　

た
だ
き
ま
す
）
。

③
配
布
葉
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
配
布
の
方
法

く
ば
み
入
り
通
常
郵
便
策
書
　
　
　
４
月
２０
日

（火
）
以
降
、
身
体

1)

障
害
者

の
方
及
び
知
的
障
害
者

の
方

の
住
所
ス
は
居
所
を
覚
け

持

つ
集
配
郵
便
局
か
ら
郵
送
し

ま
す
。
な
お
、
４
月
２０
日

（火
）
凱
降

に
、
住
所
又
は
居
所
を
覧

け
持

つ
集
配
郵
便
局

に
直
接
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
お

渡
し
し
ま
す
。
く
ば
み
入
り
通

常
郵
便
葉
書
は
、
葉
書
の
上
下

・

表
裏
が
分
か
る
よ
う
に
表
側
左

下
の

一
部

に
半
円
形
の
く
ば
み

が
入

っ
て

い
る
郵
便
葉
書
で
あ

り
、
全
国

の
郵
便
局
で
ご
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。

０
問
い
合
わ
せ

日
本
範
拭
公
社

郵
便
事
業
本
部
営
業
企
画
部

（切
手

・
葉
書
担
当
）
　

　

ヽ^
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０
３
●３
５
０
４
●
４
３
７
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９
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新
潟
県
で
は
、
県
内
で
「
に
い
が

た
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
」
を
使
用
し

た
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
を
さ
れ

る
方

に
、
仏
刹

の
特
別
貸
付
を

行

っ
て
い
ま
す
。

○
利
率

ｏ
当
初

１０
年
間

募
集
時

の
住
宅
金
融
公
庫

の
基

準
金
利
よ
り
―
％
仏

い
金
利

・
Ｈ
年
目
以
降

募
集
時
の
住
宅
金
融
公
庫

の
Ｈ

年
目
以
降
適
用
金
利
と
同
じ

Ｏ
融
資
限
度
額

新
条
６
０
０
万
円

増
改
築
２
５
０
万
円

○
返
済
期
間

２５
年
以
内

（え
刹
均
等
毎
月
償
還
）

○
適
用
条
件

「
に
い
が
た
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
」

を

一
定
割
合
以
上
使
用
す
る
こ
と

な
ど

Ｏ
募
集
年
間
６
口
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
時
期
等
は
お
聞

い
合
わ
せ

く

だ

さ

い

○
問
い
合
わ
せ

左
記
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
の

窓
口
ま
で
お
聞

い
合
わ
せ
く
だ
さ

土
木
部
都
市
局
建
築
住
宅
課

街
並
み
推
進
係

租
０
２
５
●
２
８
０
●
５
４
４
２

駅
０
２
５
●
２
３
５
●
６
８
４
０

一・．一一
　

　

一一　

・一
・一一一・一“　

・・
　

・

　

“・・

に
い
が
た
ズ
ギ
ブ
ラ
ン
・ド
材
と
は

県

が
定

め
た
基
準

に
合
格
し
た
、

狂

い
が
少

な

く
性

能

が
明

確

な

「県
産

ス
ギ
材
製

品
」
で
す
。

ペ

ー
'

お

す

す

め

し
ま

す

「中
逢
共
制
度
」

中
退
共
制
度

（中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
）
は
、
退
職
金
制
度

を
持

つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
中
小
企
業
の
方
の
相
互
共

済
と
国
の
援
助
で
退
職
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
た
国
の
制
度
で
す
。

□
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全

・
確
実

。
有
利
で
す
。

□
適
格
退
職
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
の
１
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

□
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実
態
に
あ

っ
た
退
職
金
制
度
を

手
軽
に
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
／

□
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

□
掛
金
は
税
法
上
、
損
金
又
は
必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に

な
り
ま
す
。
　
　
　
´

□
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
間
を
転
職
し
た
場
合
な
ど
の
通

算
が
で
き
ま
す
。

口
日
圏
回

□
月
額
５
，
０
０
０
円
か
ら
３
０
，
０
０
０
円
ま
で
の
１６
種
類
で
す
。

短
期
労
働
者

（１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
通
常
の
従
業
員
よ

り
短
く
、
か
つ
３０
時
間
未
満
の
従
業
員
）
は
、
２
，
０
０
０
円
、
３
，

０
０
０
円
、
４
，
０
０
０
円
の
特
例
掛
金
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

囲
閉

圏

凹

所
定
の
申
込
書
に
記
入

。
押
印
の
う
え
近
く
の
金
融
機
関
又
は

委
託
事
業
主
団
体
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

０
問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

阻
０
３

●
３
４
３
６

●
０
１
５
１

不起訴処分の審査申立て先は検察審査会です

交通事故、傷害、詐欺などの犯罪の被害にあって、犯人の処罰を警察官や検察官に求めたが、検察官は不

起訴処分にしてしまった。どうしても納得できない。そのような場合には検察審査会に審査申し立てができ

ます。検察審査会では、選挙権のある人の中からくじで選ばれた 11人の検察審査員が、不起訴処分に誤り
がなかったかどうかなどを審査します。審査の結果によっては、不起訴処分の見直しを求めます。

不起訴処分に納得できない場合は、検察審査会に相談してください。

▼問い合わせ 長岡検察審査会事務局 (新潟地方裁判所長岡支部内)TL 0258-35-2141
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鰯 握 患 湯 沢 町 職 員 異 動 (平成柄年 4月 1日付)

<課長級> 新 所 属 旧 所 属

茂木 三千夫
南 雲  正
田村  武雄
南雲  宣夫
樋 口 俊治
坂西  静夫

管財課 課長
税務課 課長
福祉保健課 課長兼病院係長事務取扱
ロープウェー事業所 所長
社会教育課課長兼公民館長兼歴史民俗資料館長

総務課 参事兼行財政改革担当

税務課 課長
ロープウェー事業所 所長
社会教育課課長兼公民館長兼歴史民俗資料館長

管財課 課長
福祉保健課 課長兼病院係長事務取扱
総務課 参事兼財政係長事務取扱

<課長補佐級> 新 所 属 旧 所 属

小 幡  裕 子
岸 野  弘
南 雲  利 巳
南雲 フイ子
角 谷  豊 明
須 長  久栄
南 雲  和 彦

住民課 副参事兼湯沢保育園長事務取扱
福祉保健課 副参事兼介護保険係長事務取扱
管財課 副参事兼管財係長事務取扱
住民課 副参事兼神立保育園長事務取扱
建設課 副参事兼管理係長事務取扱
水道課 副参事兼下水道係長事務取扱  ´
社会教育課 副参事兼社会教育係長事務取扱

住民課 副参事兼土樽保育園長事務取扱
管財課 副参事兼管財係長事務取扱
福祉保健課 介護保険係長
住民課 神立保育園長
建設課 管理係長     ・

″

水道課 下水道係長
社会教育課 社会教育係長

<係長級> 新 所 属 旧 所 属

高 橋  功
南雲 ミチ代

総務課 財政係長
学校教育課 学校教育係長

学校教育課 学校教育係長
住民課 国保年金係主任 '

<主任級> 新 所 属 . 旧 所 属

南 雲  悟
南雲  正恵
南雲 あや子
関   正幸

国土調査係主任

国保年金係主任

業務係主任

用地係主任 .

管財課

住民課

水道課

建設課

建設課 管理係主任
水道課 業務係主任
出,納室 出納係主任
建設課

<一般職員> 新 所 属 旧 所 属

山岸  勝 彦
樋口 美和子
河 原 田 衛
田村  洋 子
南 雲  一 也
丸 山  由和
今 井  幹 雄
関   直 人
篠 原  克 則
木 暮  享
大野 三奈子
田村  康 大
上村 健太郎
南 雲  哲

総務課

総務課

税務課

収納課

住民課

産業観光課

産業観光課

建設課

建設課

水道課・

出納室

社会教育課

住民課

社会教育課

税務課

収納課

社会教育課

総務課

産業観光課

水道課

総務課

産業観光課

管財課

建設課

住民課

収納課

(新採用)

(新採用)

I Ⅲ
Ⅲ

)
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<保育士> 新 所 属 旧 所 属

田村 真理子
原 澤  梅 子
樋口 すえ子
星 野  政 江
山 田 信 江
南 雲  友 江
阪上 恵美子
青 木  歩
小 幡  美 穂
高 井  美 雪
田 中  恵 美
高 野  朝 子
小官山 康子

園長

園長

主任保育士

主任保育士

主任保育士

主任保育士

保育士 ギ
保育士

保育士

保育士

保育士

土樽保育園

浅貝保育園

土樽保育園

中央保育園

神立保育園

湯沢保育園

中央保育園

中央保育園

中央保育園

土樽保育園

湯沢保育園

中央保育園

土樽保育園

浅貝保育園 園長
中央保育園 副園長
中央保育園 主任保育士
土樽保育園 主任保育士
中央保育園 主任保育士
湯沢保育園 保育士
湯沢保育園 保育士
神立保育園 保育士
浅貝保育園 保育士
(新採用)

(新採用)

土樽保育園

ロープウェー事業所 W ′

平成 16年 3月 31日付退職

鰯騒
`教

職員異動

氏 名 旧 所 属 氏  名 旧 所 属

半澤 美智子 湯沢保育園長 樋 日  栄 子 中央保育園

〉

転  入 転  出

氏名 新任校 職名
校名

職名 氏名 前任校

教 諭

主査

三国小

教 諭

養護教諭

主 事

幸

子

子

一
寛

純保

鳥

藤

久

・霜

佐

船

燕市 松長小学校 く
津南町 三箇小学校
(新採用)

子

美

薫

幸

恵

掛

野

橋

富

児

高

長岡市 四郎丸小学校
(養護助教諭) .
'塩沢町 第二上四小学校

教 諭大和町Ⅲ浦佐小学校

小千谷市 片貝小学校 還
島千花子

垣 秋 ,子
三条市 井栗小学校
(講師)■

三倶小
教 諭

講 師

子

慧

紀

有

沢田
桂

子
人
子

路

正
史

山

野

田

桐
磯

前

糸魚川市 大野小学校
長岡市 四郎丸小学校
上川村 三宝分′よヽ学校

校 長

教 諭

養護教論
神立小

校長
教諭

養護教諭

儀
郎

る

臣
太

お

島
謙

か

野
子

田

小
金
多

長岡市教育センター

塩沢町 塩沢小学校
(新採用)

頭
諭
諭
諭

教

教
教
教

哉

子
康

江

克
寿
　
津

橋
沢
澤
駒

高

滝

櫻

佐

十日町市 東小学校
六日町 城内小学校
三条市 条南小学校
十日町市 東′lヽ学校

子

子

二

子

蝕樹騨翔

細
鈴

小
熊

十日町市 中条河→学校
新潟市 山田小学校
加茂市 加茂南小学校
長岡市 希望が丘小学校

土樽小

頭
諭
諭
諭

教
教

教
教

仁
子
涼

代
美
介

子

康

鏡
　

裕
弘
謙
貞

柳
澤
井

橋
末
木
井

青
大

平
高
久
鈴
若

長岡市 新町小学校
六日町 城内小学校
五泉市 五泉南小学校
十日町市 中条小学校
長岡市 阪之上小学校
糸魚川市 上早川小学校
六日町 六日町中学校

諭
諭

諭

諭
諭
諭
任

教
教
教

教
教
教
主

湯沢小

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

主 任

浩

一
修

子
司
雪
子

喜

浩

　
静
賢
美
代

へ

　

　

　

　

　

　

一
一

一

田
藤

田
藤
井
井

日

山
佐
稲
佐
桜
松
井

新町小学校
春日小学校
千手小学校

栃尾東小学校
上条小学校

長岡市
上越市
長岡市

栃尾市
守門村

(新採用)
六日町 六日町小学校

十日町市 水沢中学校
県立高等養護学校 (新潟市)

佐渡市 畑野中学校
大和町 大和中学校
見附市 西中学校

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

教 諭

智
尚
克
介
緒
亮
奈

竹
村

田
保
縁

小
中
大

神
高

新潟市 白新中学校
岩室村 岩室中学校
新発田市 本九中学校
十日町市 水沢中学校
広神村 広神中学校

一
義

介

子

朗

昭

一
俊

涼

吉

澤

村

口

田

口

湯

山

山

土

出

湯沢中

諭
諭
諭
諭
諭

教
教
教

教
教

(5)
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初級水泳教室

アクアエクササイズ教室

◎申込期間

4月 23日 (金 )まで

◎申込時間

午前 9時～午後 5時 (電話での申し込みは受け付けません。)
◎申込方法

カルチャーセンターに置いてある所定の申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて申し込んでくださ

い。なお、年長組クラスは、調査票の提出もお願いします。

クラス名 対象 ギ
コース名 定員 期間 (全 18回 ) 時間 参加料

水慣れから初歩の

泳ざ方の基本

湯沢町に住所

を有する保育

園 (幼稚園)年
長

木曜コース 30人
5月 13日 ～ 7月 8日

9月 2日～ 10月 28日
17時～ 18時 9, 000円

金曜コース 30人
5月 14日 ～ 7月 9日

9月 3日～ 10月 29日
17時～ 18時 9, 000円

水慣れから初歩の

泳ざ方の基本

湯沢町に住所

を有する小学

1・ 2年生

木曜コース 30人
5月 13日 ～ 7月 8日

9月 2日～ 10月 28日

15時 50分～

16時 50分
9, 000円

金曜コース 30人
5月 14日 ～ 7月 9日

9月 3日～ 40月 29日

15時 50分～

16時 50分
9, 000円

クロール、背泳ぎ、

平泳ざ、バタフライ

の基本 (15m泳ぐこ
とが目標)

3・ 4年 生

湯沢町に住所

を有する小学

3・ 4年生

木曜コース 30人
5月 13日 ～ 7月 8日

9月 2日～ 10月 28日

18時 10分～

19時 10分
9, 000円

金曜コース 30人
5月 14日 ～ 7月 9日

9月 3日～ 10月 29日

18時 10分～

19時 10分
9, 000円

クラス名 対象 コース名 ・定員 期間 時間 参加料

周曜コース 40人

5月 10日 ～ 7月 12日

9月 6日 ～ 10月 25日

(全 16回 )

10時～ 11時 8,000円

康増進こ筋カアツ

を目的とし、それ

の体力に合わせて

に運動できる

郡 内在 住 の

高校 生以上

70歳 以下の

女性
金曜コース 40人

5月 14日 ～ 7月 16日

8月 27日 ～ 10月 29日

(全 20回 )

19時 20分～

200寺 20角(
10, 000円

運動量ガ多く、体脂肪

を燃焼させて筋肉を

31き締める

郡 内在 住 の

高校 生以上

60歳 以下の

女性

木曜コース 40人

5月 13日 ～ 7月 15日

8月 26日～ 10月 28日

(全 20回 )

19時 20分～

200寺 20う)
10, 000円

ヘ ル ス ア ッ

シェイプアッ ア ッ

【問い合わせ】(財)湯沢町都市施設公社 TL 784-1511

広報ゆざわ H16.4.11  (6)
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お得な定期券、保護者セット券がありますのでご家族でご利用ください。

☆営業期間・時間

①機械点検及び水泳教室のため、ご利用できない日ガあります。ご了承ください。

☆定期券 (南魚沼郡内に住所を有する方の料金表です。)

O南魚沼郡内以外に住所を有する方は、上記料金の倍額になります。
04歳から小学 2年生の子供は保護者同伴としますので、保護者 1人につき家族内子供 2人までガ利用でき
る保護者同伴セツトをご利用ください。

3月 の建設工事等入札結果  (落札額 250万円以上)

ー

区分 期  間 時  間

屋内プー)し

4月 24日 (土)～ 10月 31日 (日 )
定休日 :毎週火曜日

んだし、屋外プール営業中は無休

年前 10時～年後 8時 30分
(屋外プール営業中は年前 9時 30分～)

屋外プー)し 7月 17日 (土)～ 8月 31日 (火 )
年前 9時 30分～年後 5時
(天候等により中止する場合があります。)

区分
子供    ,I

(小学 3年生～中学り

一般

(高校生以上)
保護者同伴セット

シーズン券 4,000円 7,500円 7, 500円

3ケ月券 2,500円 ′i  5,000円 5,000円

番号 工事名等 契約金額 (円 ) 請負業者
下第 201号 汚水枝線新設 (その 22)工事 7, 455, 000 僻つどい総業
下第 202号 汚水枝線新設 (その 23)工事 22, 050, 000 脚林組
下第 203号 汚水枝線新設 (その 2/4)工事 9, 765, 000 森下企業脚
下第 204号 汚水枝線新設 (その 25)工事 111 550, 000 仰文明屋
下第家万号 汚水枝線新設 (その 26)工事 7, 665, 000 l有)ハヤシ商事
下第 206号 汚水枝線新設 (その 27)工事 13, 230, 000 仰湯沢重機建設
下第 207号 汚水枝線新設 (その 28)工事 11, 550, 000 l有)小澤建設
下第 208号 汚水枝線新設 (その 29)工事 12, 232, 500 仰山井建設
下第 209号 汚水枝線新設 (その 30)工事 10, 605, 000 l右)浅間重機建設
下第 221号 西田マンホールポンプ新設工事 7, 140, 000 呈工業仰魚沼営業所
下第 222号 岩原高原マンホールポンプ新設工事 9, 450, 000 呈工業脚魚沼営業所
下第 231号 路面本復旧 (その 7)工事 2, 835, 000 みらい建設工業脚新潟営業所
下第 232号 路面本復旧 (その 8)工事 3, 255, 000 関越舗道仰

(7)



チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

使
用
は
義
務
で
す
！

６
歳
未
満
の
子
ど
も
へ
の
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
は
運
転
者

の
義
務
で
す
。
盆

部
例
外
あ
り
）

使
用
し
な
い
と
違
反
点
１
点
！

大
切
な
子
ど
も
を
守
る
た
め
、

必
ず
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子
ど
も

の
年
齢
や
体
格
に
あ

っ
た
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
又
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
正
し
く
取
り
付
け
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
衡
撃
か
ら
子
ど

も
を
守
れ
ま
せ
ん
。

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
ゆ

す

っ
て
も
ぐ
ら
つ
か
な
い
よ
う
に
、

し

っ
か
リ
シ
ー
ト
に
固
定
し
ま

し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

面
倒
で
す
か
？

「す
ぐ
近
く
ま
で
だ
か
ら
Ｌ
子
ど

も
が
嫌
が
る
か
ら
Ｌ
付
け
る
の
が

面
倒
だ
か
ら
」
な
ん
て
言
わ
な
い
ざ

で
、
家
族
み
ん
な
で
子
ど
も
へ
「安

心
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

抱
っ
こ
で
は

支
え
き
れ
ま
せ
ん

一
時
速
４０
キ

ロ
で
衝
突
す
る
と
い

子
ど
も
の
重
さ
は
、
体
重
の
約
罰

す

倍
ビ
な
り
ま
す
。

体
重
１０
キ
ロ
の
子
ど
も
の
場
合
、

瞬
時
的
に
３０
倍
の
３
０
０
キ
ロ
に

な
り
、
と
て
も
抱

っ
こ
で
支
え
ら

れ
る
重
さ
で
は
な
い
の
で
サ
。

課
長
会
議
／
全
Ｊ
Ｒ
新
潟
ス
キ
ー
大
会

三
俣
地
域
振
興
対
策
要
望

（国
土
交
通
省
）

湯
沢
高
校
卒
業
式
／
町
政
懇
談
会
　
　
　
　
　
　
・

三
役
会
議
／
三
俣
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

定
例
議
会
／
浅
貝
町
内
会
共
同
浴
場
会
議
／
雪
灯
リ
コ
ン
ア
ス
ト

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
開
場
式
／
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
り

犬
ぞ
り
大
会
Ｉ
Ｎ
湯
沢

湯
沢
中
学
校
卒
業
式
／
定
例
議
会

定
例
議
会

定
例
議
会

米
政
策
意
見
交
換

（県
園
芸
課
、
農
政
事
務
所
来
庁
）

新
潟
県
観
光
協
会
理
事
会
／
三
俣
地
域
振
興
対
策
会
議

湯
沢
中
里
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

定
例
議
会

県
町
村
会
理
事
会
／
議
会
総
務

・
産
建
合
同
委
員
会
／
魚
沼
地

域
の
基
幹
病
院
要
望

三
俣
地
域
振
興
対
策
打
ち
合
わ
せ
／
定
例
議
会

魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
議
会
／
三
俣
地
域
振
興
整
備
検
討
会

／
三
俣
地
域
振
興
対
策
住
民
説
明
会

新
潟
県
共
同
募
金
会
／
定
例
議
会

定
例
議
会

タ
ロ
ス
Ю
理
事
会

三
俣
小
学
校
卒
業
式
／
町
教
育
委
員
会

・
町
研
送
別
会

三
役
会
議
／
南
部
森
林
組
合
総
代
会

外
国
人
観
光
客
誘
致
要
望
／
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

つ
む
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
正
式

魚
沼
地
域
の
医
療
高
度
化
検
討
会
議
　
　
　
　
　
・

専
決
予
算
査
定
／
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

郡
町
村
会
／
ご
み
処
理
施
設
竣
正
式
／
谷
後
町
内
道
路
説
明
会

行
財
政
改
革
会
議

じ対
=

ギ

子
ど
も
の
体
に

あ
っ
た
も
の
を

し
っ
か
り
つ
け
て
！

韓bl
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レ
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)

独
立
の
起
業
、
新
事
業
を
行
う

子
会
社
の
設
立
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。
地
域
貢
献
事
業
を
ユ
た
る

事
業
と
し
て
行
う
法
人
を
設
立
し
、

十
年
以
内
に
３０
歳
以
上
６５
歳
未
満

の
非
白
発
的
離
職
者
を
３
人
以
上

雇
用
し
た
場
合
に
新
規
創
業
支
援

金
と
雇
入
れ
奨
励
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
地
域
に
貢
献
す
る
事
業
と
は

個
人
向
け

・
家
庭
向
け
サ
ー
ビ

ス
、
社
会
人
向
け
教
育
サ
ー
ビ
ス
、

企
業
・団
体
向
け
サ
ー
ビ

・
ス
、
住
宅

関
連
サ
ー
ビ
ス
、
子
育

て
サ
ー
ビ

ス
、
高
船
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
、
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
、

環
境
サ
ー
ビ
ス
、
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
受
注
事
業

※
非
白
発
的
離
戦
者

と
は
　
　
ヤ

前
戦
を
自
己
の
都
合
や
自
己
の

責

め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
ら
な

い
で
離
職
し
た
方
。

【
支
援
を
希
望
さ
れ
る
場
合
】

法
人
設
立
登
記
前

に

「地
域
責

献
事
業
計
画
素
定
申
請
書
」
の
提

出
が
蜂
要
で
す
。

【
新
規
創
業
支
援
金
】

法
人
設
立

の
日
か
ら
６
ヶ
月
以

内

に
支
払

っ
た
創
業
経
費
３
分
の

―
相
当
額
で
５
０
０
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

【
雇
入
れ
奨
励
金
】

常
用
労
働
者
―
人
当
た
り
３０
万

円
、
短
時
間
労
働
者

―
人
当
た
り

‐５
万
円
で
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

（財
）
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
ダ
ー

新
潟
事
務
所
雇
用
再
生
本
部

租
０
２
５
●
２
９
０
●
６
８
１
０

長
岡
及
び
上
逮
相
談
所
を
廃
上

し
、
新
潟
相
談
所
ｌ
ヶ
所

に
統
合

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
長
岡
総
合
庁
谷

と
上
逮

総
合
庁
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
月
２
回

誕
Ｂ
相
談

（予
約
制

・
面
接
の
み
）

を
行

い
ま
す
。

◎
相
談
は
無
料
で
す
。

◎
プ
ラ
イー
六
ン
ー
は
保
護
さ
れ
ま

＋

ワ

。

◎
「損
害
賠
償
の
額
ほ
ヽ
く
ら
か
」

「
趙
の
悩
み
」
な
ど
弁
護
士
や
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
（７
月
か
ら
）
げ
助

言
に
基
づ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
連
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

◎
諏
接
相
談

の
時
は
、
交
通
事
故

証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

【
相
談
場
所
】

新
潟
交
通
事
故
相
談
所

（県
庁
―
階
）

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

●
５

７

５

０

【
相
談
時
間
】

平
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
庁
県
民
生
活
課

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

●
５

１

３

６

浄化槽を設置及び

使用される方ヘ

・浄イヒ槽は毎年必ず 4回、保守点検・清掃

を行つてください。

・し尿及び浄化槽の汲み取りについてlよ、

専門の許可業者にお問い合わせくださ

い 。

【し尿及び浄イヒ槽】

(資)六日町清掃舎
六日町大字六日町 1749

T[[772-2356   '

森下企業 (株)環境部

塩沢町大字島新田 308‐ 5

T[L782-2866

魚野川に鯉のぼりを

泳がせる会からのお願い

昨年春に、町民の有志の方マのご協力によ

り、立柄橋に「鯉のぼり」を泳ガせることがで

きました。

今年も 4月 20日 (火)から 5月 31日 (月 )

まで実施したいと思います。

現在、使用していない「魚里のぼり」がありま

したら、ぜひ、ご提供いただきたいと思いま

す。

ご提供いただける方は、

4月 20日 (火)までに、

カルチヤーセンターまで

お待ちください。

ご協力をお願いします。

■湯沢町の交通事故発生状況■

前年より、発生件数は 4件減少しま

したが、負傷者数が 5人増加していま

す。

自転車乗用者は、見通しが悪い場所

等では必ず一時停止を励行しましょう。

また、二人乗り、無灯火、傘さし運転は

絶対に止めましよう。自転車乗用中は、マ
車と同じく扱われます。

本年 昨年 増減

発生件数 20イ牛 24+牛 -4件

死 亡 者 0人 0人 ± 0人

員傷者数 41人 36人 +5人

(1月 1日～ 3月 31日 )

(9)



住
宅
金
融
公
庫
に
よ
る
証
券
化

を
活
用
し
た
長
期
固
定
金
利
型
の

新
型
住
宅

ロ
ー
ン
が
民
間
金
融
機

関
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

○
最
長
３５
年
の
長
期
固
定
金
利
型

○
融
資
額
は
最
大
５
，
０
０
０
万

円
、
建
設

・
土
地
費
８
割
ま
で

○
住
宅
の

「質
」
を
確
保

○
保
証
料

・
線
上
込
済
手
数
料
不

要詳
し
く
は
住
宅
金
融
公
庫

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
今
麻
０
ミ
と
重
・
を

兵
２
∴
Ｐ
を
も
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

住
宅
金
融
公
庫
比
関
束
支
店

広
報

・
住
情
報
相
談
担
当

Ｒ
０
２
７
●
２
３
２
●
６
６
５
６

昨
年
十２
月
の
フ
セ
イ
ン
拘
束
後
、

イ
ラ
ク
の
戦
後
復
興
が
進

め
ら
れ

て
い
ま
す
。
イ
ラ
タ
と
中
東

の
今

後
の
展
開
は
ど
う
な
る
の
か
考
え

ま
す
。

【
日
時
】

４
月
２２
日

（木
）

午
後
６
時
３０
分
～
８
時

【
会
場
】

国
際
大
学

【講
師
】

大
野
　
一九
裕

氏

（中
束
調
査
会
客
員
研
究
員
）

【
参
加
料
】

無
料

【申
込
期
限
】

４
舟
１５
日

（木
）

【聞

い
合
わ
せ
】

国
際
大
学
研
究
所

砒
７
７
９

●
―
―
上
２

【
課
題
】

・
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
も
の

・
子
供
向
け
、
高
船
者
向
け
、
運
転

者
向
け
の
３
種
類
の
う
ち
ど
れ

で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

【
応
募
資
格
】

南
魚
沼
都
内

に
居
住
し
て
い
る

方
【
痣
募
規
定
】

・
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

・
作
品
に
住
所
、
氏
名
〔
職
業
、
年

船
、
又
は
学
校
名
、
学
年
を
記
入

し
て
く
だ
さ

い
。

【
應
募
作
品
の
取
扱

い
】

・
痣
募
作
品
は
お
速
し
し
ま
せ
ん
Ｆ

・
入
賞
作
品
の
者
作
権
は
、
詢
魚

沼
郡
各
町
及
び
南
魚
交
通
安
全

協
会

に
属
し
主
す
。

・
應
募
作
品
は
、
県
交
通
安
全
協

会
が
企
画
す
る
標
語
募
集
に
應

募
さ
せ
て
い
た′
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
生

【演
彰
】

・
入
賞
者
１２
人
の
方
に
表
彰
状
と

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【提
出
先
】
　

　

　

　

‐
‐

六
日
町
警
察
署
交
通
課
　
　
′

【痣
募
締
切
】

４
月
３０
日

（金
）

【聞
い
合
わ
せ
】

葡
魚
沼
都
交
通
安
全
協
会

租
７
７
３

ｏ
６
５
２
４

【
日
時
】
　

　

　

　

“
く

７
月
２
日

（金
）
　

　

　

、

ヽ
午
後
―
時
～
３
時
３０
分

【受
験
願
書
の
提
出
期
間
】

５
月
１０
日

（月
）
～
１７
日

（月
）

【受
験
願
書
の
提
出
場
所
】

仁
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

（県
外
居
住
者
は
新
潟
県
福
祉
保

健
部
健
康
対
策
課
）

【
試
験
地
】

六
日
町
（小
出
、
一ハ
日
町
及
び
十

日
町
奉
保
健
所
管
内
居
住
若
）

【聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
健
康
福
社
環
境
事
務
所

砒
７
７
２

●
２
４
５
７

♭

県
で
は
、
県
民
の
普
さ
ん
か
ら

県
政
に
つ
い
て
の
意
見

・
提
言
や

要
望
な
ど
を
お
守
と
い
た
だ
く
た

め
、
役
場
の
窓

口
に
県
知
事
あ
て

【聞

い
合
わ
せ
】
　
　
　
　
．

県
庁
広
報
広
聰
課
広
聰
係

砒
０
２
５
●
２
８
５
●
５
５
１
１

（内
線
　
２
１
１
６．）

（古
野

３

（石
白
）

（長
岡
市
）

（宮
林
）

ご
結
幅
占
め
て
こ
う
こ
さ
い
を
す

４

月

１

日

４

月

１

日

角
谷

（酒
井
）

立
柄

（立
柄
）

昌
洋

さ
ん

ル
ミ

さ
ん

佳
範

さ
ん

美
枝

さ
ん

占
誕
生
占
め
て
こ
う
こ
さ
い
書
す

３
月
１０
日

　

山
本

　

優
花

さ
ん

　

（原
、
勝
う
エ
ル
全
ア
モ
リ
ナ
さ
ん
）

３
月
１４
日

　

高
橋

　

明
莉

さ
ん
　
　
（楽
町
、
章

・
香
織
さ
ん
）

３
月
２‐
日

　

高
野

　

翔
夢

さ
ん
　
　
（中
写
、
明

・
美
佳
さ
ん
）

３
月
２３
日

　

腰
越
　
　
一
真

さ
ん
　
　
（
一
之
町
、
慎
也

・
美
津
子
さ
ん
）

３
月
２‐
日

　

高
橋

　

久
士

さ
ん
　
　
（
一
之
町
、
６９
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

の
専
用
は
が
き
を
置

い
て
い
ま
す
。

ど
う
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

こ

し

ま

広報ゆざわ H16.4.11  (10)


